
はじめに　～製造業の現場改善とIT技術～
　IoTやAI等々の話題や用語は製造業の現場改善を図る「道具」と
していろいろなところで耳にします。では、実際に、このような「道
具」の利用を考える場合、どこを切り口として考えればよいでしょう
か。たとえば、「データを集める」ことにおいて有効となるのがIoT
（モノのインターネット）です。

道具 その１　～IoT（モノのインターネット）～
　IoT（Internet of Things）はその名のとおり、あらゆるモノがイ
ンターネットへ接続することを指しています。従前、インターネット
はパソコンなど「情報処理装置」を経由してデータの受渡しを行っ
ていましたが、近年では家電や車など、これまで単体で存在してい
た様々な「モノ」がインターネットへつながろうとしています。
　このようなIoTのメリットの１つとして、特に製造業の現場におい
ては「設備機器のセンシングに専用線を必要としない」という点が
あります。実際、設備の異常検知や撮像の遠隔出力などは、以前か
ら工場などでは行われてきたことですが、専用の回線網を整備す
ることが常でした。しかし、既に敷設されている工場内LANに接続
する場合、例えば、無線LANのモジュールを使えば事足りることに
なり、適切に設定すれば通信、設備データの採取ができます。
　また、文字どおり「インターネットに接続できる」というメリットもあ
ります。この利点は、次のクラウドの利用を考えると重要な点です。

道具 その２　～クラウド～
　クラウドとは端的には「インターネット上にあるサービスを利用
する技術」です。身近な例ではWebメールなどもクラウドサービス
の１つです（SaaS（サーズ）といわれます）。この他、サーバなど
「ハードウェア」を利用するHaaS（ハース）や「開発環境」を利用する
PaaS（パーズ）などがあります。
　例えば、上述の設備の異常検知のために設備温度などのデータ
をIoT技術でインターネット網へ出力した場合、保存先となるデー
タサーバが必要となります。しかしながら、そのようなサーバの設
置・保守、またデータ量が増えた時の拡張には費用や手間がかかり
ます。また、データを解析するためのソフトなどの導入も必要で
す。この点、クラウドサービスを利用すると設置・運用・保守の手間
やコストを削減できる可能性があります。
　このようにして蓄積した膨大なデータ（ビッグデータ）を解析す
ることで様々なことがわかります。
　では、具体的にどのように「解析する」のでしょうか。ここでAI（人
工知能）が必要となります。

道具 その３　～AI（人工知能）～
　AI（人工知能）自体の概念は古くからあるもので、「漢字かな変
換」などが一例として挙げられます。一方、最近よく聞く「ディープ
ラーニング」（深層学習）は人の頭脳のメカニズムを模した仕組み
（ニューラルネットワーク）で入力から出力を得る手法です。この手
法は、例えばある「画像」（入力）に対して「これはネコである」という
結果（出力）を得る「画像認識」といわれる分野では絶大な効力を発
揮しており、車の自動運転などで大きな役割を担っています。「画
像認識」には上述のビッグデータが必要で、例えばインターネット
などにある膨大な「ネコ」の画像を人工知能が学習することで、より
正確に「ネコ」を認識するようになります。
　このように人間が自然に行っている「学習」という機能をコンピュー
ターで実現することを「機械学習」と呼び、人工知能研究の１分野と
なっています。「機械学習」にはディープラーニングの他、SVM、決定
木など様々あります。また、よく使われる最小二乗法による線形回帰
分析（例：温度に対する不具合品発生率のデータを取得し、データと
の二乗誤差が最少となる直線を計算。その直線からある温度での不
具合品発生率を推定）も
簡単な「機械学習」の１つ
です（図）。これらには長所
と短所がありますので、目
的ごとに使い分けること
が必要です。

まとめ
　IT技術の躍進は目覚ましく、適切な利用により絶大な効力を発
揮します。しかしながら、インターネットにつなぐことは、セキュリ
ティリスクに晒されることを意味します。また、どのような改善を目
指すかという方針を具体的に持ち、的確に必要なデータを収集・解
析することが重要です。
　導入の目的や方法、それに付随するセキュリティリスクを考慮し
ながら、上手く最新の技術を利活用して、ぜひ、ものづくり現場の
改善に結びつけてください。

17 Management & Technology for Creative Kyoto 2018.9 18Management & Technology for Creative Kyoto 2018.9

　近年、IoT、クラウド、AIなどIT技術に関する様々な話題や用語が飛び交っています。しかしながら、これらがどのようなもので、どう
関連しているかは分かりづらいところです。ここではものづくり現場の観点でこれらの話題や用語を解説し、これら技術の関連性を
紹介します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp
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ものづくり現場でのIT技術の活用について
― IoT、クラウド、AI ―トレンド

TREND INFORMATION

技術 企画連携課　小山 洋太

図　線形回帰分析の例（最小二乗法）

【一言】当センターでは情報技術支援に特化した担当はあ
りませんが、所内システム運用などで培ったノウハウや知
識を蓄積しています。何事でもお気軽にご相談ください。

【横顔】所内一のIT通。ネットワーク関係で困ったら誰もが彼を頼ります。電
気･電子担当での技術支援の実績もあり、どんな質問でも笑顔で親身に答
えてくれます。

小山 洋太（こやま ようた）
企画連携課 企画・情報担当  副主査

４Ｋ、８Ｋ放送開始と関連技術
　12月から実用(本)放送が始まるＢＳ局では、番組制作や送出設備
の更新だけでなく、ＣＭ等外部映像業者からの納品(搬入)仕様の
策定や、放送時の業界共通のルール作りなども急ピッチで進んで
います。この記事が発行される９月頃には、４Ｋ受信が可能な一般
向けＴＶなどの販売も始まっていることと思いますが、実は本誌
2017年9月号でご紹介した、４Ｋ８Ｋの規格(ITU-R BT.2020、
2100)の概要から、当初フル８Ｋ規格として設定されていたフレー
ムレート(120P)を60Pとするなど、実用放送では、より運用しやす
いフォーマットへと簡略化などがされています。ただ、研究のレベ
ルでは放送時の映像の圧縮方法(60Pと120Pの混在した放送が
将来実施された際には差分を追加することで端末互換させる) 等、
今後の仕様追加や導入、互換性確保を想定した技術開発は今も続
けられています。
　チャンネル配分では、ＮＨＫと民放各局のＢＳ４Ｋ放送は、従来のア
ンテナのままで受信でき、８Ｋ放送や４Ｋ有料放送、通販などの専用
チャンネルのみ、別途、新たな対応(左旋)アンテナを必要とする仕
様になっています(現在放送されている通常のＢＳ放送は、12月の４
Ｋ８Ｋの実用放送開始後も、そのまま今のＴＶとアンテナで受信でき
ます)。 ※4K、8Kの試験放送は11月より再開予定
　また制作現場では、番組は４Ｋ映像で撮影や編集制作し、通常の
ハイビジョン放送用にはダウンコンバート(解像度や色などを縮小)
して対応していく方法が、今後制作のスタンダードになっていくこ
とから、現在、生中継や編集時に簡単にハイビジョンへ同時変換で
きる技術の開発なども進められています。
　機器を含めた８Ｋ技術に関しては、主に日本国内の放送関連業界
がターゲットでしたが、2022年の北京冬季五輪で、中国政府が８Ｋ
放送を実施するとの発表から、関連メーカーなどからは今後、海外
市場への拡大も期待されているところです。

地上４Ｋ放送とハイブリッドキャスト
　国内の地上波４Ｋ放送については、技術課題が多い等の理由か
ら、今まで実施されたのは数種類の要素研究のみで、実用化のた
めの野外実験などは、まだこれからというのが現状です。
　ただ一方で、放送のネットワーク同時配信を応用した、地上４Ｋ放
送はすでに現実的な段階にあります。
　具体的には一般に普及が進みつつあるハイブリッドキャスト(高
度化したデータ放送)を用いることで、視聴中の番組(地上波ハイ
ビジョン)から、リモコンのボタン一つで、同じ４Ｋ(同時ネット配信中
の)番組へとスムーズに切り替え可能となる等の試験や検証が放
送局で行われています(視聴にはハイブリッドキャスト４Ｋ対応ＴＶと
20Mbps以上の回線接続が必要です)。

　国内でもケーブルテレビ局は、４Ｋの自社制作番組やＢＳ・ＣＳ放送
の再配信の必要性と、加えてインフラも実際に各家庭まで高速回
線が確保されていることなどから、地上波放送局に比べ、４Ｋ放送
実用化へのハードルが低いので現在、12月の放送開始に向けて専
用端末などの準備が進みつつあります。
　一方お隣の韓国では、すでにソウル市近郊で、昨年５月からアメ
リカの新規格ATSC3.0に準拠した形で４Ｋ放送が実施されており、
それらのことからも今後、放送向け４Ｋコンテンツ制作の普及は予
想以上に早いかもしれません。

映像制作の現場で活用されるＡＩ技術
　NHKの放送技術研究所などではもちろん、実は最近ＩＴ業界大
手のIBM、Microsoft、Amazon、Google等が、ＡＩを活用した放
送・映像関連の制作技術を次々と発表しています。例えばスポー
ツ中継などで、試合のハイライト映像を即座に編集作成するシス
テムでは、ＡＩを使用して盛り上がった箇所、タグとしては観客、解
説者の声や盛り上がりの音声、スコアボードを定点撮影した映像
などから得点シーンの特定をして、その数十秒前からの映像を自
動編集するシステムなどを構築し、それらはすでに、実際のテニス
やゴルフの国際大会の映像として一部で放送・実用化されていま
す。他にも人間が発した音声から、同時に数十か国語のテキスト原
稿をリアルタイム生成するシステムで自動学習のＡＩを活用した
り、過去に撮影された白黒の映画や記録映像を、ＡＩ学習から予測
して自動的にカラー映像化するシステム等もすでに実用化できる
段階にあります。
　制作支援のツールとしては、編集ソフトなどに、作業工程のルー
チンワークを簡略化する目的で、例えば人物と背景を切り抜く作業
を、ネット上に蓄積した過去の経験から学習機能を持ったサーバー
を用いて自動化するシステムや、また、ＳＮＳ上で投稿されている画
像や書き込みを、その情報について信頼性があるかどうかの判断
や、位置と時間情報などビッグデータを、ＡＩが総合的に自動判断し
て、ニュースの第一報として実際の通信社よりも早いタイミングで
情報提供する、報道番組の制作支援システムなども、現場ではすで
に活用が始まっています。

　今年12月1日から４Ｋ、８Ｋ放送がＢＳ局で始まるのを前に映像制作現場では今、放送がデジタル化された2000年以来の新技術の
波が押し寄せています。さらにネットワークや番組同時配信、ＡＩなど新たな関連技術についても調査しましたので、制作現場の視点
から、それらの動向についてご紹介します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  E-mail：design@kptc.jp

４Ｋ８Ｋ放送、ＡＩなど
映像制作現場の技術動向トレンド
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ＡＩを用いた制作支援
システム
(技研公開2018)


